
■新技術の開発

民間企業

■水道事業への新技術の導入・普及

老朽化・耐震化対策、経営基盤強化

A-JUMPプロジェクト

※地方公共団体は、新技術が
実規模で一般化されていなけ
れば、導入に慎重となる傾向

■国際競争力の強化（実証プラントのトッ
プセールス等への活用等）

水ビジネスの国際展開支援水ビジネスの国際展開支援

A-JUMP：Aquatic Judicious & Ultimate Model Projects

老朽化や耐震化、経営基盤の強化などの課題に対処するためには、課題解決に資する革新的技術の開発・実装に関し、国が積極
的に関与することが不可欠である。

国が主体となった革新的技術の実証及びガイドライン化により、各地方公共団体での導入を促進する。

なお、下水道分野においては、下水道革新的技術実証事業（B-DASH）を平成23年度から実施している。

水道革新的技術実証事業（A-JUMPﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＊）の概要

公募審査、成果評価の依頼 公募の審査、成果の評価等

評価委員会
（学識経験者）

実規模施設等による実証事業の実施
■実規模施設等による新技術の開発
■導入効果・事業性の整理
■ガイドライン策定に関する各種データの整理

民間企業、国・大学等の研究機関、地方公共団体
等の実証フィールド提供者からなる共同研究体等

国土交通省
（大臣官房参事官
（上下水道技術））

国総研
（上下水道研究部）

■ 新技術を実規模で検証 (実際の水道施設に施設等を設置)
■ 新技術を一般化し、ガイドラインを作成

A-JUMPプロジェクトの効果

実証研究の
実施方針を指示

実証研究
結果の整理

革新的技術の評価に必要な情報の収集・整理の実施
■革新的技術の評価に必要な情報の収集・整理
■革新的技術を比較検討するための費用等簡易算定式
の作成、コスト、エネルギー消費量等の試算
■評価委員会で評価を適切に行うための資料作成

さらに国総研では、


